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１.調査の目的 

愛甲商工会管内に居住する方々の主たる移動手段は「車」である。一方、愛川町外や

清川村外からの流入者（交流人口）の主たる交通手段は「車」である。このような背景

の中、愛甲商工会管内の事業者は、『どのような方向性でアプローチしていけば、効果

的で効率的な集客が叶うのか』といった情報の収集が必要になる。 

本調査は、これら事業者が「車」利用者等々を、顧客として囲い込むヒントを得るた

め実施するものである。 

 

１． 調査の目標 

調査の目標は主に以下の 3点である。 

・愛川町や清川村の「対消費者向け事業」を行う方々に、愛川町在住の方々の買い物傾

向や嗜好を共有することである。 

・交流人口が愛川町や清川村の「対消費者向け事業」を行う方々に、「お金」を落とす

アイデアを提供することである。 

・新たな事業（新商品開発や、新たな品揃え等）を実施する際の着眼点を、個社に情報

提供することである。 

 

３．調査書の決定と調査 

・調査対象と場所 

愛甲商工会 管内（事業所フェア） 

住所：〒243-0301神奈川県愛甲郡愛川町角田 104-4 

：同施設の 2階にて、事業所フェア来場者を対象に調査を実施 

 

・調査期間 

２０１９年１０月２０日 

 

・調査風景と調査書 

≪調査風景≫ 
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≪調査書の内容≫ 
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４.調査結果の報告にあたって 

 計 360名の有効回答を得た。調査書の質問①から③については基本的な属性を確認し

ており、質問④⑤⑥は、買い物傾向を確認した。また、質問⑦⑧⑨⑩については、主成

分分析を前提に、消費者の嗜好を判断するものであった。 

ここで表現している「嗜好」とは、例えばデザートの場合、概ね下表の内容に集約さ

れる。これは調査設計時に、男女計 40名（50歳未満男性、50歳以上男性、50歳未満

女性、50歳以上女性、各 10 名ずつ）に、スイーツの特長を「言葉」で、可能な限り、

表現してもらったものである。また、楽天等のインターネットショッピングサイトで、

売れ筋上位 30軒のショップを参考に、これらショップが、商品の PRに活用する「表現

≒嗜好」と「相違」が無いかも合わせて確認した。結果、男女計 40名の嗜好が、web

を中心としたマーケットと乖離していないことが前提に出来た。 
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（デザートの嗜好の表現の集計） 

 

上記の表現の中から、今回質問項目に掲げたショートケーキ、モンブラン、御手洗団

子、フルーツゼリー、プリンについて、嗜好を種々ピックアップし、先の 40名の方の

最頻表現を整理したものが下表になる。 

 

（デザートにおける男女計 40名の最頻表現） 

 同様に、鮮魚、野菜、果物、家電、について整理したものが下表である。上記デザー

トと合わせて、これらの表現は、主成分分析の嗜好の整理として活用していく。 

 

（鮮魚における男女計 40名の最頻表現） 

 

（野菜における男女計 40名の最頻表現） 

 

（果物における男女計 40名の最頻表現） 
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家電については、下表のように男女計４０名の「購買時の求める要求」を嗜好として

掲げ、この分類で消費者の好みを判断していくこととした。 

 

（家電における男女計 40名の最頻表現） 

 色については、色彩心理学から引用して、男女計 40 名の方に「相応しい言葉」を連

想して発言いただき、最頻表現を下表のように設定して、分析を試みた。 

 

 

（色における男女計 40名の最頻表現） 
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５.調査結果の報告（購買場所傾向） 

１）愛川町在住回答者全体の購買場所傾向について 

≪外食場所≫ 

 

 

≪食料品の買い物場所≫ 
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≪日用品の買い物場所≫ 

 

 

総括 

 外食場所、食料品の買い物場所、日用品の買い物場所に「際立つ差」は見当たらなか

った。意外にも愛川町内を主に選択する消費者が多く、次いで厚木市、ほか相模原市、

海老名市で充足している傾向である。調査当日に数人との会話を試みたが、概ね外食の

際に、ついでに食料品や日用品の「１週間程度の必要量」の買い物を済ませることが多

いようで、外食を町内に食い止めることが、購買流出のカギになりそうである。なお、

これらの町外流出の買い物先は、量販店、カテゴリーキラーがほとんどのようである。 
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２）愛川町在住男性の購買場所傾向について 

≪外食場所≫ 

 

 

≪食料品の買い物場所≫ 
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≪日用品の買い物場所≫ 

 

 

総括 

 一般的な２次データでは、男性は女性に比べ、外食頻度が高い（仕事の出先等）ため、

居住地以外での消費が際立つ。しかしながら、愛川町在住の男性は、女性と大差ない消

費地等であった。当日回答者の複数人に、立ち話でヒアリングを行った結果、外食は「可

能な限り、家族全員で出掛ける」ことが多い傾向のため、女性と大差ない消費地傾向に

なっていると予想できる。 

 

 


